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～比べてわかる日本の良い点・改善点～ 
 
 
2013年5月24日 

NTTデータのグローバルワイドな 
アジャイル開発の取り組み 
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NTTデータがアジャイルをする理由 
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アジャイル開発とは？ 

変化が早く、不確実性が高いビジネス環境において、 
ビジネスを成功させるためのITのあり方 

ITサービスの失敗リスクを低減 

継続的なビジネス価値を向上 

IT投資対効果を最大化 

アジャイル開発 ≠  モノを「正しく作る」方法  
アジャイル開発 = 「正しいモノ」を作る方法  
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お客様のビジネス環境は激しく変化している 

88%  
グローバルビジネスの成功には、「迅速さ」が
重要であると答えた経営者： 

50%  
「迅速さ」が差別化要素の中心であると
答えた経営者： 

出典：The Economist, Special Report on Agility, March 2009 
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多様なITを提供できるパートナーになる 

お客様や社会のニーズが多様化・高度化 

 

 

 

システムインテグレーションに頼った 
ビジネス構造ではなく、 

市場の変化に対応した多様なITサービスの拡大が課題 
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NTTデータのアジャイル開発への取組 
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アジャイル研修 

 
【講義】アジャイル開発手法の概要  
【講義/演習】Scrumにおけるチームと役割 
【講義/演習】Scrumにおけるイベントとプロセス  
【講義/演習】Scrumにおける成果物  
【講義】Scrumにおけるコミュニケーションと情報の透明性  
【演習】「自組織への導入」をテーマにワールドカフェ  
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マネジメント・ギャップ 

スコープ 

スコープ リソース タイム 

タイム 

固定する要素 

変化させる要素 
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プロダクトオーナー研修 

 
【講義/演習】プロダクトオーナーの役割 
【講義/演習】ビジネス価値の高いソフトウエアの企画方法 
【講義/演習】最適な開発計画 
【討議】自組織へScrumを導入するためには 
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ビジネス創出のスピード感 

重厚長大な事業計画書から、検証済みのアイディアへ 
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しかし高い生産性が出せるのは一握り 
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アジャイル導入への課題 

アジャイル開発の導入の 

最大の課題は組織文化 

コミュニケーション 

実績 

オフショア 

スコープ管理 

構成管理 

要件定義 

イテレーション計画 

進捗管理 

品質 

テスト 

コスト 

要員 

お客様調整 

契約 

組織文化 
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グローバル・アジャイル・エクスペリエンス研修 

インドでアジャイル開発の実践を行う 
8週間の研修プログラム 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Flag_of_Japan.svg
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Flag_of_India.svg
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3つの学習効果 

？ 

アジャイルを実践する場 

アイディアの検証の場 

グローバルコミュニケーションの場 
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グローバル・アジャイル・エクスペリエンス研修 
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※ 週末は任意参加の 
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アジャイル、英語、異文化の基本的な研修を受講し実践へ 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Flag_of_Japan.svg
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Flag_of_India.svg
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異文化ではたらき、くらしてみる 

プロジェクト 
実践 

• インド人メンバーとの混合チームで 
プロジェクトを実施 

• 1週間のスプリントを複数回実施し、 
実際の現場にてスクラムを習得 

• 要望に応じて参加者企業の 
実プロジェクトをテーマにすることも可能 

バディー 
プログラム 

（課外活動） 

• ビジネス上だけではなく、異文化における 
生活、習慣、風習を肌身で感じ取る 

• 相手の国籍/言語に関係なく、 
自然体でのコミュニケーション能力を習得 

• 相互に刺激し合える環境であるため、 
仕事やキャリアに対する 
モチベーションが向上 
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グローバル・コミュニケーション 

わたしのチームで座談会してもらいました 
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注意 

ここからは、あくまで私のチームメンバーで 
座談したときの内容です。 

 

一般論として「○○人」をくくるわけではありません。 

メンバの個人的体験から見えた範囲・推測によるものです。 
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小話～私のチーム 
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男性 
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小話～私のチーム 

インド人 

日本人 

・ 

中国人 
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女性 
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人種 性別 × 
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小話～私のチーム 

インド人 

日本人 

・ 

中国人 

・ 

女性 

男性 

・ 

英語 

日本語 

・ 

中国語 

・ 

Java言語 

・ 

言語 人種 性別 × × 
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小話～私のチーム 

インド人 

日本人 

・ 

中国人 

・ 

女性 

男性 

・ 

英語 

日本語 

・ 

中国語 

・ 

Java言語 

・ 

言語 人種 性別 好き嫌い 

ベジタリアン 

焼肉大好き！ 

・ 

× × × 
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小話～私のチーム 

インド人 

日本人 

・ 

中国人 

・ 

女性 

男性 

・ 

英語 

日本語 

・ 

中国語 

・ 

Java言語 

・ 

言語 人種 性別 好き嫌い 

ベジタリアン 

焼肉大好き！ 

・ 

× × × 

ダイバーシティがやたらと高い！ 
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働き方・キャリア 

インド人 

•家族が最優先 

•キャリアアップ

重要 

•転職率高い 

 

日本人 

•トラブル後の 

理由がほしい 

•細かい資料を 

作る 

•できるまで 

頑張る 

•訓練のせい？ 

中国人 

•すぐ仕事に 

取り掛かる 

•スピーディ 

•仕事と 

プライベートの

メリハリ 
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アジャイルプロジェクト 

インド人 

•スキル高い 

•依頼された 

タスクの目的・

背景がほしい 

•役割以上のこと

をしたがらない 

•最近の傾向？ 

日本人 

•高スキル人材の

重要性について 

意識が低い 

•全部自分たちで

やる 

•和をもって 

尊しとなす？ 

中国人 

•上下関係・役職

が厳しい 

•スクラムマスタ

がちょっと権限

もっている 

•タスクを 

プルしない…？ 
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結論 
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「文化が違う」を言い訳にしない 

コミュニケーションをあきらめない 

「○○人だから 
仕方ないね」 



29 Copyright © 2012 NTT DATA Corporation 

どうすれば協調して働けるのか 

生まれ育った文化が違っていても 

「同じプロジェクトのメンバー」 

 

ビジョンを共有し、共通のルールを決めれば 

違った文化も持っていてもチームになれる 
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最後に宣伝 
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